
 

日時：11月16日（日）13：30～16：00（受付：13：00～） 

場所：兵庫県立大学看護学部（明石キャンパス）  

内容：１）パネルディスカッション 「訪問記録ってどう書いてる？」  

        パネラー：岩崎みちよ氏（兵庫県宝塚健康福祉事務所） 

      徳永奈津子氏（宝塚市） 

      新人期の保健師（調整中）       

     ２）ミニ講義 「訪問記録の基礎知識」 

        講師：伊東愛氏（関西国際大学保健医療学部） 

      ３）カフェ＆トークタイム 

対象：保健師 

費用：200円 

申し込み方法：以下のどちらかの方法からお申し込みください  締切11月7日（金） 

①下記のホームページの専用フォーム 

②所属、名前、連絡先をご記入の上、ファックス（078-925-0878）にて 

  「兵庫県立大学看護学部地域看護学 竹村」まで送付 （書式自由） 

ひょうご保健師研究会 

公開研究会 

お問い合わせ先: ひょうご保健師研究会事務局（兵庫県立大学看護学部） 
      住所：〒673-8588 兵庫県明石市北王子町13-71  
      電話:078-925-9431    FAX:078-925-0878 
      メールアドレス: chiki@cnas.u-hyogo.ac.jp  
      ホームページ：http://chiiki-cnas.jp/  
      Facebookアカウント：CNAS Hyogo Public/  Community Health Nursing                                                                   

ひょうご保健師研究会が年1回開催している公開研究会の今年のテーマはズバリ、「訪問記録」です。 
 

みなさんは、自分の訪問記録を誰かに見せたり、見てもらう機会はありますか？他の人の訪問記録を見る機会は

ありますか？ 

誰かに訪問活動自体ではなく、記録に対して意見を求めることはありますか？他の人の記録に対してコメントを返

すことはありますか？ 

家庭訪問は、保健師にとって基本的で重要な活動の手段です。その大切な保健師の活動を見せる、活動の結

果を見せる記録はどうあればよいのか、どういう記録が他者にきちんと伝わるのか、今さらながら記録ってどう書けば

よいのかわからない etc… 自分の記録やひとの記録について、日々感じていることを自由に語り合いませんか？ 

兵庫県にゆかりのある保健師同志。公開研究会では、若手や中堅、ベテランなどの年齢や地域の垣根なく、ほの

ぼの交流でき、きっと明日の自分に元気をチャージできると思います！ 

訪問記録ってどう書いてる？ 

           ～私の記録、これでいいのかな？～  


